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九

州
大
島
嶼
県
の

近
況

長
　
嶋
　
俊
　
介

　
94
年
初
夏

、

長
崎
・

鹿
児
島
・

沖
縄
の

九
州
大
島

嶼
県
を
訪
れ
た

。

　
ハ

ウ

ス

テ

ン

ボ

ス

で

の

学
会
で

は
、

一

代
で

業
を
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成
し

た

神
近
社
長
が
知

事
も
前
に

し
、

経
　
済
と

エ
　コ
　ロ
　
ジ
　
　

環
　
境
両
立

、

本
物
追
求
と

文
化
・

交
流

、

ハ

イ

テ

ク

未
来
都
市
構
想
に

つ

い

て

講
演

。

親
水
環
境
は

得

心

が
い

く
。

別
荘
島
に

は
A
〜
G
の

花
名
の

通
り

、

奥
が

漁
師
家

、

角
が

大
屋

敷
と

干
拓
地
物
語
を

採
用

。

　
キ

リ
シ

タ
ン

島
頭
島
ま
で

飛
び

、

未
訪
問
島、

湘

南
に

も
由
来
す

る

江
ノ

島
へ

。

若
者
少
な

く
寂
し
い

。

デ

イ
ケ

ア

ー

施
設
が

あ

る
。

老
韓
国
人
医
が

単
身
東

京
か

ら
の

御
陰

。

松
食
い

虫
防
除
の

人
達
と
昼

が
一

緒
だ
っ

た
が

、

旅
館
な
の

に

魚
な

く
カ

レ

ー
。

特
産

味
噌
は

麦
黒
を

使
い

旨
味
あ

り
。

　
平
島
は

玉
石
垣

、

一

周
道
路

、

本
格
料
理

、

捕
鯨

発
祥
の

地
と

威
勢
が

よ
い

。

市
場
に

よ

り
遠
い

の

に

漁
業
が

盛
ん

で

若
者
も

多
い

。

気
っ

風
よ
い

女
将
は

　
　
　

　
　
　
　

　
　

は

　

え

自
動
車
を
貸
す

。

旧
良
港
南
風
泊
は

絶
景

。

島
研

究

仲
間
の

名
刺
と

も
出
会
う

。

島
は

離
れ

る

ほ
ど

、

活

気
あ
る

ほ
ど

魅
力
が

増
す

。

　
炭
坑
列
島
に

10
年
ぶ

り
に

行
く
。

皆
明
る
い

。

人
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分
の

ー

に

な
っ

た

崎
戸
町
は

記
念
館
と
塩

、

ヒ

ラ

メ

養
殖

、

ペ

ー

ロ

ン

置
く
県
立

公
園

。
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炭
住
銭
湯
家
屋
が

残
る
が

ト

ラ

イ
ア

ス

ロ

ン

島
へ

。

　
唖

寺
島
は

漁
協
が

島
興
し
の

核
、

本
土
と

架
橋
工

事
中

。
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大
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唯
一

の

現
役
石
炭
島
池
島
は

狭
く
て

も

車
社
会

。
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服
装
も
よ

い
。

夜
は
ミ
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も

行
っ

て

い

た
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琵

だ

し

住
居
壁
色
メ

ン

テ

管
理
に

問
題
あ

り
だ
っ

た
。

　
N

昨
年
高
島
で

「

石
炭
を

魚
に

変
え
て

島
興
し

」

と

大

地

割
制
は

二
、

三

男

に

も
や

さ

し

い

制
度

　
　

　
　
　
　
（

渡
名
喜
島）
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型
ハ

ウ

ス

園
芸
を

、

伊
王
島
で

は

リ

ゾ

：

ト

・

養
殖

を
見
た

。

無
人
島
20
年
の

端
島
は

台
風
災
害
後
護
岸

修
復
で

故
郷
保
存
が

図
ら
れ

て

い

た
。

　
沖
縄
に

は

世
界
島
嶼
会
議
報
告
で

行
く
。

県
知
事

は

島
嶼
研
究
所
構
想
を

打
ち

出
し

て

い

る
。

北
大
東

島
で

深
海
か

ら
⊥

げ
た

海
水
淡
水
化
装
置
を
見
た

。

そ

の

綺
麗
な

冷
水
が

プ

ー

ル

に

入
る

中
泳
い

だ

が

壮

快
。

八
丈

・

新
島
の

古
老
は

、

開
拓
者
玉

置
は

沖
縄

人
を

大
切
に

し
ろ

と

諭
し
た

と

語
る

。

隆
起
裾
礁
で

港
不
便

、

水
捌
け
悪
く
す
ぐ
に

洪
水
と

な

る
。

盆
地

グ
ア

ノ

の

北
大
東
に

は

工

場
跡
地
と

貯
水
池
な

ど
に

利
用
さ
れ

始
め

た

大
穴
が

あ
る

。

ラ

サ

島
は

射
爆
場

。

　
地
割
制
の

土
地
で

作
る
キ

ビ

大
人
気
の

渡
名
喜
島

の

前
に

も
射
爆
島
が

あ

る
が

、

日

曜
出
漁
し

女
は

貝

と

り
に

と

活
用
し
て

い

た
。

久
米
島
に

は

鳥
島
神
社

を

奉
る

硫
黄
鳥
島
集
落
が

あ
る

が

入
会
権
訴
訟
は

敗

訴
し

た
。

奥
の

ハ

テ

の

浜
に

も
上
が
っ

た
が

、

焼
却

施
設
と

見
え
た

そ

れ
は

射
撃
目
標
物
で

あ
っ

た
。

洗

濯
岩
美
し
い

浜
に

相
応
し

く
な
い

オ

ブ
ジ

ェ

で

あ
っ

た
。

　
種
子
島
の

無
人

島
馬
毛

島
は

元
国
有
地
の

私
有
地

、

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
し

ん　
も
え　

広
く
問
題
を
未
来
に

も
抱
え
て

い

た
。

錦
江
湾
新

島
は

17
入
だ
が

、

護
岸
波
消
し

ブ
ロ

ッ

ク
で

全
周
守

ら
れ

て

い

た
。

そ
の

桜
島
か

ら
の

種
子
島
へ

の

大
正

移
民
は

、

桜
島
楽
園
開
拓
集
落
11
桜
園
を

作
っ

て

い

た
。

嬉
し
い

こ

と
に

島
嶼
県
鹿
児

島
は

、

二

法
下
の

国内唯一の リ ン鉱石 工 場跡地 （北大東島）

島
振
興
を

島
課
長
研
修
な

ど
で

26
年
に

も

亘
り
繋
い

で

い

た
。

三

島
・

十
島
行
は

台
風
と

航
海
日

程
で

駄

目
、

厳
自
然
と

距
離
問
題
に

飛
行
場
復
活
の

朗
報
が

あ
っ

た
。
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